
今、アフターコロナ・ウィズコロナ時代の自然共生と
持続可能な社会のありかたが問われています。
本シリーズでは、北海道民にとって身近な自然である
支笏湖に着目することで、
生物多様性と地勢の複雑な
ネットワークを基盤とする生態系が
もたらす“恩恵と脅威”、その“開発ともたらす“恩恵と脅威”、その“開発と
保全”、さらには“日常と非日常”の
視点を通じて支笏湖の温故知新を図り、
様々なステークホルダーとともに「生態系サービスが
もたらす持続可能な
社会」について
考える対話（トラン
スサイエンス）のスサイエンス）の
場を設けることに
しました。
特別シリーズ４回目は、
三次産業への生態系サービス
である観光に着目し、
情報科学が支える観光の将来を
考えてみることにしました。今般は、公立千歳科学技術大学の考えてみることにしました。今般は、公立千歳科学技術大学の
地域密着研究「スマート・ネイチャー・シティちとせ」の紹介を
皮切りに、最新の情報技術を駆使した鏡面発生予測に向けた産学の
とりくみ、そしてアフター・
コロナの支笏湖観光のありかた
について考えます。
本シリーズでは、コロナ世情を
勘案し、対面式講演と勘案し、対面式講演と
ウェブ同時配信を行います。
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現地開催(先着45名) および ウェブ同時配信 併用の
ハイブリッド方式での開催となります
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